
研究背景・研究概要
核酸医薬やタンパク質医薬の臨床応用には、目的分子を生体内で安全かつ効率的
に送達するドラッグデリバリーシステム（DDS）が重要です。
本研究では、食用植物であるアセロラに由来するナノ小胞（AELN）に着目し、
核酸やタンパク質を送達するDDSの開発を進めています。これまでに、AELNに
よる核酸の経口送達と標的遺伝子発現の抑制を報告しました。また、CRISPR-
Cas9リボ核タンパク質（RNP）の中枢神経系への送達とin vivoゲノム編集への
応用を報告しています。
これらの知見を基盤として、核酸、ゲノム編集分子、機能性タンパク質など多様
な分子の送達技術を開発し、がん、神経変性疾患、代謝異常、遺伝性希少疾患へ
の応用を目指しています。
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植物由来ナノ小胞を用いた核酸・タンパク質医薬
の送達技術の開発

対象疾患
がん、神経変性疾患、代謝異常、遺伝性希少疾患
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希望する連携・ニーズ
植物由来ナノ小胞を用いたDDSの実用化に向け、製剤開発、製造・品質管理、非
臨床評価、ならびに新規モダリティ・疾患への応用について、共同研究・共同開
発を希望しています。
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